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ぶし』な手法、ガ＼＇導入され 、研究が行ないや 1くなる。
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はI)')（戸）如呵は E,・祉em-K枷叩叫因（M，む）に対し、

以c.2.(M，む）/¥w'Y)-2 ::z 0 
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は珂袖'{)¥ナJりとする 0 この叫には頂心心成の上でのみ

研ガ＇＼‘くかにてし）う。日上 1：：：： ｛な（ー2)土AYV①オ91,II］なくと毛 1

本ぁリ、総数は知(M)-1でI押さたられる。 M1-J.、 K昇1l1t（胤氾o)

1.::..ょ l)『Nの中に必如ょ叫 m呵よ巫によ I) うつされるもこの睛

の曲乎 CEv・を M0)畑伍‘し』心としl¥l J M1で、名方ここ l:::.

する。阿 l4M の (-2)一凶v~ を山虹汰すうことによ 1)'尋られる。

Mは牡冥点として栢逹 2 吏、点のみ毛つ⑳叫’遠閲叫如心4紅ぇで‘
ぁる。門を促武 V—叩紐l＇拭A 、{_見ると）次が1成立つ [5]~ 

但塁幻 Mも叩戸屯心箪叫心炉4沢心げ臼 I叩乞との
CM心 c』畑とす弓：この睛J り：： Iさ四色に E1ゅ応嬌似辺

V五ねC. "ゞ存在し、それ I~ 衣如‘-m北泣である。（：：： ：：：：て‘‘v-叫恥

とは心晶ーい炒で虹よAャ；疇しのこ乙である。） ／ 

定迂 3 (J)註迅 E この E瓜ふふーに紋江 V—心加- 1こ昧料冷すれ Iお、(-2.)-

叩氾A の屯如をもった宮 l忌不写式ヵ＼‘•1月らオしろ訪J ! 

但翌立 Mを田叫田炉以玉心』即炉 4阿極誌炉） ｛P}を

Ml OJ A.,W¥凸必ら Erを r0)叫ヵヽら来るいよ』ね丑よりノ

匂を Pに対応、す 3窄預群， を(Ep)を Erd)如ふ～”屈らとす紅

臼(H)2~ 3 (c,(M) -~ (て (Er.)一古）） ／ 

苦さ豆 L てJ 3 伍—ら2.,b.)(こ（ e (Ep) ~責）））
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は→ぶ以叫や伍必 1::.11<用寸る応這←叶に仏の町であ5ヅ

この定立の一訊化として文定 1胃ろ豆コ：

憶 X ←仰い…山叫＆ぃ鵡心冠心必叫戸

A..vv\~四／ C: 紐凸紐八3 品→砕叫逗炉）
冗→X:如心心J、いは知） D＝三恥．噂碍応』恥圧 4

Y→ X } }i e Qよ0 を 応t豆Dし‘~0 心 D Iこよ＇）定める。

もし（1)れ(Kヌ+Dt-C) == 2 1 (z) {k戸 C).Cし乙〇ヤた；； ECノ

(3) {Ci ; C; I・ま．Cの訊的成1J1ヽで‘, (Kヌ+C)心＞〇与るもの1は，忘べ
凸証叩［叫‘哨s のみもっ） （IJ.) (-1)-lUY^ 心がヌ上紅Eとがt

ば、吋(C)t.. 2、崇以上で支わるJ (5)叉上t::.(-2)-L心吹： E があった

乙すれ1な‘J Ee叫 D-;.._ IJ.（い E キ？和メiア 0 や~i)

ならば‘) X-C...1::.1:: 1さ如U和心に1<1'cc1ヽ 一呵心ぷ⑳冗似山→豆氾も巫ー

k謡し v-`(.. ヵIl’ 存在す~ 0// 

は (X,X,D,C)図凸

今（炉恥訳＋こ）二 3(e（又）ー e(C)-e(D) t-げi)
苫号成立⇔ x-c= r＼侶ュ和豆心「へ侶ュ 6心3『Y己
如よ‘Y¥,こ砿よ叫以山払eJ圧;,bi (こ::.て‘̀){p伍 X0) 

伊土い守いに全ィ本を望ガ<)。//

この総唄 1ま、 I如砂叫〖） H湛四 M,’丘右たちの＼比紐配｀豆 I：：翠

ぅぶ」2¢LGふ m知伍gによ l)1号られう一丼ぼ型代告輝）釦のー選、

イロ即題に応）円がlll見広されて＼＼う。例 Iさ、出亨ふ砧の注滓写で‘
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述へ‘らかていつ。曲稔配温に冷って介峙する付＼岐賊西曲面の

一意化につ＼）て I~. たとた 1 ま‘‘次のようなものがあ~ : 

竺（い）を凶り大凶訊ぼ中界』ふし砿玖孔い砒J切が地~ I:: 

間する訊叫ュ名叫AQ'Lす否。 k(X/b)が＇紐（ l＇,e、)k(XI b),J ¥,, 

k心忙を含む）の睛J C1い）2~ 3ら (X,b)であ')、苫号成

立⇔ （い） li伍叫研や…砂で‘)かばい成炉砂沢切」の如巫叫

叩Jは防2で‘抗 •う 。 II

二：：：：で言羮の認咀として~\ 二う o ex1 b)が加¢沙ぽメぱり心

切紗辛叫⑰、［心で杯ると（cl:, X丑い判票呼よ

｀メ邸仁で b:X-→ Z十 ~ such tk吐↓奴）＝iI、f xe X一塁

D＝こい □Di { 7)ミ½ X如→ふ…
y D~ 1-j..か巫ふ如勺A のおtっ

応 1、迄

し三 bl、 ~ 2_ O'Yl .1)し、・琴 （謬 ＝ （ 冒D .L、)心d") 

いDし、(¥D3今 6（も）:=bし閲であうとすう。 (x,b)の諄互束）第 2

｀数（以心）を｝k（X/h)= -C叫）＝C I〈(X)+二上コ-D、
a 与`1 J) 

e（バ）：：：：ら（い）：＝ら(XJ.十ぅ位一！） （e（闘）一ヵ）＋｛信ー1)

(Jj 1ょDj‘上の凸誌戸しの個数＝仔(D)ヽ憂） ノうほ伍紐…

D:̂  D）にわに百岳仇であう。） で定弐すう。（定羨の妥当4生；もし

l)j、1こ沿 った ／7J＼岐詣数匂の忙鱈ヽ砂 cm況 ，xf:JI''存在（m覧→X)
しt:.._乙ヽ すろと ノ K(9:)=冗*K(X)b) J e（夏）＝（』e3下） € （X，b)) 
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“戸＝ （deg 7C) c, (X, b)ユい＼＂成立っ。）

定誼牛を使う如必四ぬ Iさ、たとえば｀ k叫四畑心ぇ丁2／←I)

+-J.と‘‘のイ51lを含むもの力lv 天たられ弓。をこt，ヽJ t:. t.えば‘J

区畔 Xを呵ば叩凸心炉し三ぬm立心如圧

召に） X，ま F叫<i'-1'1。l,s如況の意味てuk底じしとする。ヌを Xの

畔…］氾ぷ豆 Dを乞戸必平如Jんi釦Ji p~を X 0)ム圧になJ

G戸 r ，こ？誌す 3 戸だとする。今 l もし応＋こ以(,~ Dl 

（メぽ似，さ， ．応＋こメし、D.:~0 嗅り bとな ・るよう l::..℃る）の毀‘ぅ

ち…ヵ＼，、応以ねら 1ざ‘)e （ヌ）一平叫）—孟） Zo
でJ写号穴‘立⇔ X=Iつ＼炉 戸 3呵 4幻ね幻紐(C2.a必ク

砂ごr~→心ュー匹（山叫忍勾 1晶り砂己左疇I/
証咀 I立） V直砂似 XJ:.で‘,v-四盆の C令か｝て、定斑之の心凸
叫式を作って X上 9::::..t<1‘CCI‘-f凪捻枷1-V-叩函心の存在を言う二と

によ＇）なされる。 だとえiな， Xを Mれ瓜心れじ2...］の竜昧で一船イし

ミれ FKち向面とす否。この口言J ｛竹で‘Xの RD、P、S を忍せぱ‘.)

2l/-- e(D) ＋チ宕こo
と卜ふろ。 K砂如一心に叫 e(D)= /(, X e(A1)= 32 J 

こ+.= 
f IGpl 
ttx-} =?で、等号成立の C止々である， M＆訊心m は 、

上の不言式で‘笥式の成立する”心也e~ K 3 sふ卜知1 を ll ＜つ

が偲て I)~ 。をから 1さ T:2.. 1：：よリi如滋仇厄ん切略“ム になって

し\~ (西大，柄大可て、、言苺遠）。
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~ 3. K麺面の風期写像ゆで知'-fktkah1々r砂 ICの応用

X を K3曲面とす •うと，ザ（ X)．7l..） 1ネ刻紐し叫心血如血、込

4也 422 Q凶ふ心（丸 l1)t二よ(-ら）般(-E虐 Hf!J/-I@H,
ここでヽ E戸 E心 Car如叫y，'x・> {-Iは朽四紀り晶区で幻。

(x、 d) ガl'' 洲砂似 K3 坪やべで布るとは、 X は k3~叩であリ｀

心げ(X)"Jl..)~L 坦砿クとなって ll ろことを古う。致

をJ X上の初l⇔年し戸鯰 2-任とすうとJ0(心x)

let LtK内のや応呼砂砂凶,2-ゲ血を定苺すう。史霞

幻：：：：聾x＋曰工心xと書け m く似幻x>=0、<L況玩＞えっ

ょ I)<Re西麟〇＝＜恥以 Tりい＝占＜咬玩＞ア 0,

＜佗叫 r叫）x)=Oとなリし •Re露恥叩で祖られぅ 2-s応

恥が決ま）、これ l不R目か l:::.ゃu応叫醤→で。 したがってJ

（い）で‘xll'i年礼心辺心とo(こげ (X;Z)上→L を色々に変
ぇセ吋）叩（吟） I本、

応匁(3げ）／50(2)X SQC I> I 1) 
゜

（＝ん叫品、ダ血チ心ぶ炉“応 2-叩四五ば）

上を曾h く。品 lむい様 l：：：も表わされ~:

品＝｛むeLc|<い心＞ •=0) ＜：靡＞〇員＊ e r2l 
年：又元枝案ダ瀑1本で‘Jr'.2.1内の和贔広く(j),Q)=0の中の簡
負合で、ある 。心((JJx)の定めうに加四如紐 Iょもちもん記の点

で‘"a,¥・a。ま匡日 1本 L<L'こ入~ HoJde st叫しtre0) cla.ss1'ty惰 spd年でぷ5。
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如傑、［庫臼 •乙すつと）

H:2.、0（い） ＝ ¢ Q CLc 

HO'.2如）＝ C るこ L~

H1•I( (J])=(H :i.o位） ＋ H°、2位））J..C L<t 

し＝ H2ふ(c.u）ぷ Ho如）よ田（w)

とな ・る。この臼をふ凶芯』やぬ成劫にふ伍塁心4匹以砧

今、(XJ Jぐ）を EIh如I'(¥-Ka-.hler k 3三 ce‘口る。ます‘りJ X心や

忍＜工戸？＼うがら， X戸畑1-砂ぶ臼似に心e9ーヤしし奴が史

舌る。こいがら 、印 (X.;i?)・内の↑豆に 2-.,d.,r心恥を得う。吟

怜けをたえう分 1:::Iさ品で1ナ分た‘1ガI'‘、(X心） i：： 1本ぐら 1こ k&fふ

ゃ氾力＼‘訊り、応汎 T心飯と合わ・ヒて叫ームム・e2ーや'Yvll(JrJ) 1乍否乎

坦咋3し叫le のふ心にな―ってし 1 念従っ~)恥だ‘けでなく ktlk心

K も加えた L(t,の…王 l叫oJ舒 ·んt~土心の一心叶如と言うI\,‘

きものて厖えられる。 それは、 L侭の夕凶必メ作如応 3-sf四

で， K麟和比に対応可I¥‘＼ミI¥,嘉．な（均、 1本恥に対応すI¥‘＼さ 2-

年吋を括定さ爪花もの全体の心凸千はで、おう。従って、等

噴‘空間として K立＝琴(3、/9)/s 0(2) X SOC/1) な 5衷京をセ
っていで。自然なャ知心母 k豆ー→立 の七 l古

叫 lJ /'I) I SC({'?) であ弓。 K豆の号I]の束示を芳える。各聾記
I::,対しこ， LrR0iし珈（l＞'q)0)`守et Pwj__戸＼‘‘定まる。「ばの中の

紐訊＞ 0J)的炉のなす C…l衣 2つの連結成分をモつ力＼＂、 U勺 の

-18 -



舶連釉J1吐から、品釦か上で、連結成分の連続なC..hoI‘ceが可応

杭も。 その c髯 eの1つを CQと言く。 すろと、 KQ，さ、

kQ-[m①)eL凩XQ | <K)0)=0, <ド>ド>=1) 氏 ~c().) } 

」衷わされる。グ (X，炉）を叩心ゃ伍edK3邸4四町ち
（い）は四 k3屈＃ばで‘¢は X上のほ紘し如汀つ。このとを」

(d鍵），吹回））は K立0)、点を定のう。 X色 K弓圧4知としl5 e 

H2(XJ 7L)ハHj,/ (X) を<g,s>=-2なるものとする。 ＄非9-Sは、

4卜ぷ‘uec知となるごと力）‘` 下ぶ涵m叶で砂が定’四からわかう。 しセが＇’って、もし

汎刹X上の粒遠応J必心なら、全ての：：：肛ような 5に対してく和 5汀 0

で‘おる。 そ::::..疋｀ ＝ ｛い）ekQ|<(,I),5戸 0わくふ砂~-2なうすI¥‘‘て心Lに対して｝
＜凡 8>・キ0

とおけは‘‘（咋（¢）Jo(臼）），i叫疇，を定叩。 X0号 ‘u々 しが喜

は、魯砒/0 で‘3哭ね H尉(X)(7)ば叩の 2つの連稔恥＼のうち↑を含

む方(7)'ことで＼あ恥 C奴）q心よとしな，ぐ(X)-y HJ. 0) iつの連
絆板外のことで、古う。 ：：： ：：：で‘d1.tザ(X)、L)f¥甘’'(X)0)たで‘

ぐい）＝違な 5七の全体を勁さ 2 日cA.ii Gl t.直文戸元全体色

哀いす。いqk磁凶ふ び(X)とは、』邸に 0うちで、やを含をもの

のここであう。 狂ec奴）ガ＼＼‘KEcK(x)であ訂碑l：：ば、ィ逹、の (-2)ヵ人Y沢

叩如＄弓すしてく°KJS) ・>o -c戸こ¥(h噂寺十分であぶこtが＇知ら爪て＼＼瓦

ま冨紅ぴ(X)={n€ ぐ(X)I < ~) d ・:、 )O 和しU(-2)・紐／V匹o¥} 

＝｛店び（刈＜杓o¥> 10和尋ゃ芯ぶu如 d}。
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｀は｀年,}t~只況であ知宝四、仕意の、点ャ€ドQに対

し式る近傍叫）をしれば‘)国） t.交わ ~H詞 4固苓~ ＼本有報個て‘‘

あち。 句然芯｛如ャ虹磁＼e

£,t: kQ=  sols,11)/so位）入SO(/1）→ Gr1(ほ）＝ S緊緊o6応001)
u u 

(K)w)1>R•K ＋恥

の仕eId-、 S知）／図（2.)=: J} t''あ百。 この厄を臼然な叫や呼

k立→Q)(K心）臼(J.) 1：：ょ（） ．立におとすとノ紐殴心しな BiミtJふ

紐） E（o)こ＝ （鳥＋KK)霰コ己『心）つIP(E（いぷ））こ IP2

で＼この履＝ 1P(El砂 k)) の中 0 手四血以- ~IP1) <1 、 •7l>=o ば自動的

1ミく？，可＞ ＞ 0 をぅ和たす。：：：：：の屈（• W虚）は、 1約澤何的に宮釈で‘

でも：今 X をドろ心中~O)払以叫炉合叫や以如飴幽麟叩。 X

上 1：：：食知‘-{はt袖呵l“11印疇'(.見＼頃紅せよ。すうとJtU'lC'II嘉Clミ骰＼内百

叫以 2-伍(J)にふは恥辺 R土晶でい。り：：：向き

を入れておけは‘J成忍 2-ザ“たと S2の 1、点とが 1吋 1b"1ぷ

に対応すう。としてJこの図如必／ 2-叶t硲は XJ:::に⑰伍ぃぷ磁;~

をう知定し、とれと直女謬ム斗ふ叫！ 94仔皿しか,1品えられ心如試

叩邸を K訊い五知とす＄ぬ、 知IA,l：：：芍 る`。したがI1って）

上の様にして情られた豆内の蒻 Iな、 1固定されセ砕Ci1-S(at這た

を K謡ふ疇亡し乙す~ c..的叫ふ迂血じ辺Sの⑪し山ふ叶o..(_C として現れる。

これ¥<J.、揺，‘-国這¥C.を与えられた K砂千a.x!])な心tルpa父 z
に討してJ z —➔ X I吝ぷ伸肋1払誌に怠'¥)“t-ょ岱如叫e)
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z → B l古 Xo 『1..tの胚占な仕もで‘)与えら砥饂叶仏も
手＇しに限する心叫し刈如~I二十i..,て ll ~ことをノ下して

いる。余J]は、瞑山やU3eAK3邸心泣 (X｛凶）の KQ。にお

パ呵e （咋（や）J叩知）ヵ¥1'(x,¢、d)の心→し心をと‘の

くら＼）忠、、突 I:::..,王慰ゎすかに現昧がある。 そこで‘J

虹い11如曲ふ如袖‘約 0f一正 ］ 忍ご゜fis--← 4 ml心ょ←3eAK3 

とし） 写イ像

てロパ
゜
u 

(XJ ¢ d) 

を苔べ‘るQ

kQ。
U) 

c~謎）J呪（吸））

信t lょ恥j砕‘~ [2,]ノ tl3ん‘-eぬ況 [9]。 / 

予必‘匁の註雌は［］よみ］を見うとして、ここで la唸とi-flat晶・(.

を使う suし^jそdiv1・t1"証萌 lこつi)てふれてみたし）。今、いLを

<Jゎ•;, D l-すうっ .:::..のi国して．屯eb卜応；詞‘odd⑰laim怠£

か‘ヽ 年、＝ ｛ ［凶 e畠 IJ, lさ［い］上枷（i）1)} により定表され乞
心 Ov[3Jにより示された aりebrai、し S叩 e⑮'拾： ¥I仕意C 点、［tu]E 

国しに対して.)伽砂に口江炉 (X,d,)で‘.)図（以）］ ＝ ［叫となる

もの力＼I\店在する')を仮定してでの心~e恥均を示す。ユか、

恥心、—\<‘巡釦豆心{l\~ (J) .心砥麟叫砂心如しを差えるこt. iこよ 1)、
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直 ℃ソ4(()→閲。(J);ma8eia、℃:1<Q→名（ば）のぷberの

如ioれであち。I/

(Ste~ .1.)(K心） € K．Q。をとる。もし（島＋ R• 因）ハ L ヵ＼↑がI加‘｛滋叫

2i点：泣 M を含&).~，，（知 0) €工闇てであ ’る。（四由t （応w)を

紺1t((K心）） の中の他の元で、おきがえてま困すれiが‘t分で、ある

（裕題より）。故 I~ 令 M こ冗ぃと侭定す否。 この時 C① IさQ上定表

された点を心WQ.I::::.含む。そのiつ ．文をとると） ＜似i)・=0.J 

くいゞ＞〇J J 6 L<Gである。従って a巳a...iC .lM,も泣滋均より

式‘る nm如;.K3心炉 (Xl 0¥）ガ9‘、あって，咬絨） ＝幻となう。邁

当な出（d,.ePOOnL J <dJA〉=-2）主i:.関する可leぶ四で‘o(をさ園

節するこ'(_ iこよ＇）叫R'(~) は X t1) k謡如』がふんに入るとしてよ

＼ヽ。 X(7) Ka訟よ~iさQ上定和された元ヵ＼‘‘如心に入ってi. l

うから、ぶ（K)の中iこtk球如柘りし袢あ否。数に (K)w)E II)n ℃。)｀ 2) （K,w) E凶。をとる， もし（恥 n 侶• K) L̂が‘了直1斗，況ャ叫 1

嬰 e Mを含め1な‘¥ (K) o) € I而℃であう。（迂由 :Kを江の含ゴ5

c屈ふ¥_'tする。 (T(J,.l-t-f11)n L h¥1-Mを含t,fr応I池m晶2心加2を含

むょうな？ € K心、 Kの中で如匹で‘拐 ・る。 Step iによ＇） 、この々

に対して或る仇這国 ro.R四叫 K~ 叫四（ふ I f11 •力）が‘‘あ，て、（低？） ＝ 

で(X凸汽）となる。和四心臼［え］よ l)X？がふ心ふよ必し古

門によらなり。故 1こ(k)Q) € I而℃。）

(St€? 3) (＼） Ct)） € K．立。をこう。 kをドを含むCいのよふしど仇
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(Pw+-k• 冗） n Lが‘rらし 1和工eぱ血‘山を含む様な汀 ek lさ、い

中でんぃぇであ百。このような~ I:?,キ（て (9)Q) e J介1t(5七ゃ）であう。

話）ご()<,~) E I1111't乙なつ〇少人J:でヽftのぬ中品均の前痒枷糸冬るツ

kQ。)吋(L配）ば K3四如J::の代訟‘-flょ占との“必‘やt深い「t1

係があ~ (> r=はL(=切（3,lf)Z))とお＜。この叫次が‘戒リ
立っ：

但 K.0.ご K.Q J K込 lな r.—佃va'Y't面t .)
゜如ゃ

r¥ K.Q。ご r＼心＝ r¥（平I1)/so(2)xso(J1))
II 知茫

｛如年。§¥、S:O'r'llOrfら如es of E：ぷ心燐lerk'3 5Uヤ如es})

I雁'itI Kfl.。こ名（ほ） J ］:Qc l2「-imva卜1.a他）
ん炉

r¥(r叩バ犀）こ 疇LI()=r¥（迅（3J/1グ初(3)XSO(/1))
l・I ・-.,,--., ~ ~ 

｛批箪必‘平(.J.l){Ricc汀l(1,t磁心砂卦e叫伍 COO…砕か
屈叫廷｝ ／ 

今手で述べてざた K3 AM-やm の洲哄上 I：：閲すで這；葱 Iょ、訊如<'J)

車で、ポっ ．t-:.力＼¥I、吹0¥問題が＂白懇 、に止でI る：

兄。―二!<Q。穴、，Imd悶
恥 —Gdi ve

) ↓曲四心g〉靱1ef勺ド↓J,’el1サ“ベ

旦

の心↓心屯こって得られ否 •も、応t~ 1<{2 7→勾（ほ）
↓ kyreん。に応匹
こ
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と K江七の～心ミこの間係は何ヵ＼ ？沢。 let- k立。と如よ況で‘

あ，セがら K立と的ぶぼにするには真。に 4可をつけ加え百八‘詞？

この問疱 I:_答える為、先内、 KU町 ,ersuふ、(e てゾ可 h¥"起二って l¥る

かを見て井よう o T を 2次疋拷脊ミトーラス｀ Xを対応了 5

Kw研丸紐4四 Eを X--テ •T/<-1) <J) •以呼広ふ式 C-2)心丞-6 0)吐｝ふ

とす．で。丁J::の似虹叫ぬ、 9—和伍ば X 上のん伝…心心ーヤ処

にねる。 T 上の和叫h~v/\,Lは、 TI←I) 上の｛厨 k入もら\~,ふ、し

伝訊 k ば否。 • これを X上の和れと考えうと、 E1::. うもって咀畏

点ガ＼＂ある， それで毛円(Xi泉）のたとなり、 X←o如ら、吋恥

2.ーや枷と令わせて H召X>限） 0)怜心tw‘¢ ろ→和U 吃組て 1＼う。

(m  :T／＜少上のµょ邸釦 V9一匹ね和tvしを中とす •5 。 X上の仕意

の 1-ヤVtlL 沖Iこ対して い直＝ 0 を言え lおよ＼＼。その為 I:.1--a:::

(-2):-e O'¥ t -rf¥e枷orh叫 U(8)に対して ＼ わ↓ → 0 血£→ 0を
8U(c) 

言えば‘よい。 〔店）ー (:,__2)迎 we= B-{oJ/<—l) たヽ、から．

＼ 守A守→ 0 (‘l‘→0） （やな滋 Bl：：船匡知を年℃言＜。）を
sそr)

さえ＼さ‘'さし）。 6<ll年ムよを (St)J (-2)-(U叫のまわ l)の必Cよ

C叩ム＂諒咆（秋 I心）（'U.=Oが"(-2)ーしUTVe）とすうと I

S 2 9= 1.,(J st＝奴仇 ザ＝ t（か2ノ戸 IsI2+1tlz.

従っ•こ 4“= 2 5 4s.I心＝亨ー知sとなう。
もし I11,,-{ < C なら1'2:I sl2tltl 2：：：：：： ／び（（It/1J‘12)三 luI(I+c2) ヒ、＇から、
2, r2  ～ヘ
Isiこ下しセがってfs扮）ゃ AY → O ん） ．r一0 で‘浙否。）
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中を X上の伝氾と差え否t..J［中］ €ザ(Xj IR) が｀訳俯叫以 I•こナよっt：：

.hI"、[4Ji;i E 0iす/¥,'てO'¥ (-'2)-cu.we :sの CIAS5esと直交する。実隈、

Cを E の (-2)ーじi.lrVe t.し 、 ←を〇[C]の心之ばで（げ＝o)~c ぢるものと

するこ 、 ｛如 ddC与虻＝0 ⇔ j吠f/¥d（与評→o~ T→ 0であリ 、
X 

げ＝ 1u『(I+1叶）""=(ISi国）2 '1Jぇ d潟応長（か3)匂1正且苧髯J心t

従ってfAd(.均I評『＝ 0(7) .i一方＇加（S•3(r))= 0(rりによ］ 、後者が‘

わかう。筵って (X，い） lょK立冠、（吹（4）,メc（致））を定め各が、

これ I.ak立。の点で、¥stなし 1。 特 Iこ.>久には (XI<p, r::J..) (X I ;t kWil¥匹ん

必¢叫中 I •ょ丁がら来る ・1必為紘 Vヽ函加c）メ ー ザ(Xi乙）今 L) の

辺ふ凶をつけ加えもべ‘ざであも。次の一連の定菟 Iま

M四込紐也］による 。

~ X ヵ＼＂夜 訟 応辺 K3心にであ志t.Iよ、 XI豆悪くても

有匹 2吏点、の 匂 もっ⑳ゃ叶一四呵face で、ホって、 との函心J

叫 Yが‘k3紐七であ百ものを吉う。

乳 ｀‘-， 以€ 円(‘()7L)を、 ！、、Y-→ X てヽ cc•nt-虚tされ~ (-2)巡 wes

の Classes 'とす '~., X O'¥疇応 Weyl群をそれぞれ
峨

叡X)~= { S =区QふE. H＂ ノJL)I (hc"ZL., <~ ) い•=-2} 
白

¥¥I(X)、=・十枇笥叫附'Y¥e叫-edby { s s I ~ E R (X) fこ→ ISo-m乱ncf HT泣）
9) I-ド（y｝z)ヨュニ→込t(父）8）5 eH応 Z).)で定衷、する。

工ュ(X),=H心）乙）VJ(X)=｛尋三竹九四晶よ匹成怜凶い如必心

I," •R(X) ｝ご田(Y)'z))
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d,. : I :z.(X)~ L 叫(.i冷茫'on心te叫心leわ an,‘sometrlof H 切り• 7L） 

+o LをX°'立Jゃ蛤い）を叩aふJ肝氾嘉4,5々A K3 叫0-~ ti I •う。

い）に対し、その rerio4€玩｝力＼＇．）か楳 Iミ定まる： r（X) l⇒ H豆 z)
の元のうち油炉［（い）如心の謀金 R以）と直交すろ毛の全体ね｀

がら 、 Iz..(X)R ¢は記（ 1ヽ).)H °12 ('/)で含こ。従って、叩叫ら

必 I双）→Lが｀与えられれ lが‘)L0)叫3e.st l"tAtiu.re 力＼’‘

H竺 Ho、2.Ii [2.(X) 0（の和田（ヽ／），茫(y)。メc- l‘廓守）

H1、11i (H2ヽOOH0,2)...L i‘m Lc I：：より定まろ。文 l::.) xの仙Ier

<k) $>=o iff 5 e R(X) ] 

Cc..双を）び（刈＝｛)(€戸厄や遥庭心(y) UI採くふ S〉=-2ノ

で、定我する。 K €び(X)こ『(XJ @R を） X上の｀伍四料ら

恥も (X,心戌）を叩い心以叫叫←如 K五如とIIう。

パ＝ ［十keset of 1'ヽ～呻:;I心es 叶汎akeA ノ ~•k勾 r必,{;J, JWA~ed] 

k3叫0..(.es ー牡eeゃ池頑ヘノ

(X、x，ょ） ～ （XI」 W,.,j,')

二汀： X• X' ivnr~ ~u.ck 如t +he A‘炉圧
記 E I2(X1) 吠＇

I s＊↓ロニ＞しい～心
n:. E: I双）メ

（史王里 1斗） （M皿 'son［叫）

℃ ・・パー一 k，！ま句砥冦であ念。
U] 

(X）因迅）ド~ （以Rげ），必（Wy))
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すばわち、 (X，尼d..）と (Xl.)亨）の間 1ミ Ho如如etryI籾）ユ『(X)

で、や（い：： K) ザ（予J.7L)→ザ（Y．;z) 心よりに祐5長可散なものも＼‘’

祁れは‘‘> 1:X→ Xi心……でやを r‘I'() duce す百もの力＼‘’IAl'M'~ Iこ

定まる。また、伍意、の、ぎ、伏€ K立に討して』～心咽心

伍叫叫汗叩知d K3紐（X）…べ）で‘t(Xい）＝伏 と

ャぶるもの h¥11存在すう。I/

儡J::の Morrisoni.::ょぅ定茶で‘、 X上0)似必ゃ如洪仇冗

eび (X)c cl<万ーび(y)は、 Fujikし、［釘衰、昧におけぅ X..t:°' 

k碍も泣の心』がら来~'(_ Iさ仮定しない。 その著、口末で‘竺生

である。一方、八。ば、 K心心A（：：：よi)…ざ戸岬

k3叫 a＆たちの心→い如の集合で占った。足して、ての

曰止河＋k叩細 1こより仕意、のぴ(y)q元 lぶ実予繁 lこK＇詠島、山が

になるのである。／．

パっ凡吋 (X、い）」幽€パ I KIょfujik1,['f-Jの考口末で• K滋心｝

とす ・うと， ℃ ： M。一k立。の M喝砕泣gと， M呼 [/0]逗
T里¥'‘／を心叫叫 k3.u心“JLe ?k(y）とすろ， もし LヵI19叫叫→
私ぶがつ L2フ0ばら 、 れ>70 に対し L釦ぱ b処怜以ヤベてヽ；

とのしい繁 XI1, Lと交わらばい叩叩全守 E 1点 1こフふ’'して 1『

られ 、 P仏 il,ふedl< 3 A....(.,{匹℃ほる。”によリ、見,ぇ}t。であろ，

（定理 l5)[7J ℃ ・ ノ1.―~K臼 ほ可‘ecb` 況で、あ百。／

迂叫に 1な、次の結果［り］が＇基本的で＇ある。
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匡塁阜 Xを高尺

で‘ ， いを Fuj \,Kl、 [_~] cf)意口木の

心

とす

る。

う。

毛l

巨しでに

k揺ん：和とす否 ぐ

y→ X 0¥．双心よ払年ををy,

恥。凡licをノ

のみもっ呵は内→

Xの～五…文

kyよ］叫～D

D→こ訳 (m%‘麻）

呪丸Dt... tJ ~キぷ Iこと

Ky十こかD(の式 5恥咳→伸ぃ嘉叫ナJら 1本‘‘) 苑‘

~ v-c吋畑む')'I (ふe、) Vー←叫 X.J:::0) cピ和MCち）

x―→ U‘. 

で‘， い十口 3和人

になう t o 力＼` 9 Cons如tの差を麻 1

ぬ＋仁「 35ぃ

IR 
がR,、CCl'-『兄 E如怜1'.'V'¥ー知訟L (J)I<‘¢絋ヤ祁

ばDに冷っ て心戸如屯

H2.（杓R）

双竺 ciM.瓜 2ーやi'i：：対して

この枯栗の証g日を詳し

切秤 I：：存在す

を打っガ9‘'、

すなわ

5。 この日1)

①し勾しい

の元を定表す 3 こ L h¥"わがぅ（

]YOA V= ] (Q＋百辛）A->j,・ t.なろ）。／
y 

＜述べ‘う余硲 1まないが＇、

らyJ: の仕意

大作本茨の材に

して 111なう.,(Ky ・t亨心白＝勾によ

な v.一叫←んや氾
を通当iことれ 1な‘

ル,-が存在する。
一

•一.0'

り X J::にiさ R1tc1'-flo.t

そ二で -f = 

～ Cu= 

~2  
Q／心

い＋百浜5U。

・とお 1う1ユ‘‘

Id-X (7) 

V-Cikiヤ心')'¥ u。:x→訳
k＆似 V-譴氾 1:::., fふ否3

f
 

1ょx.l:の 伸応 V-c叫＂恥
で‘) 和（邸）＝ー曰3謬 3§ とばる。 牧を未知閉数とす •5 餅文分巧

箱式 （応＋ A ·~百＆戸＝｝炉
をV-C00ul守ツで解く

~ -c.j+戸 33U t得る。

Y
 

1：：：ょ り`

ぬ＋ U を己欠め

Tに（l‘-fiat 

c
 

k謡山V—匹恥

以と書く こ と 1こす 百 6 
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①十口汀uhI‘1 庄(Y戌）の元を定め、それガ＼‘‘Q(j)必4に等しい

ことの理由は大4木次の疑なものであ ・る．．y上の 1悦”‘約式中を

～ 
圧らのまわIlで、必C.凶に賂i研 Lt:..ものを中 ・℃書くことに戸。

y J:. 0¥仕惹、。如 2一忙中 l：：： ．対して］ d応 A中.....0を言えば‘‘
y 

よいが＇、こに 1な ＼ ぽUA中→ 0 (j→ °)と同 1直で芍~ n 

～ 

蜘

いか‘‘V・-Cい於砂ふLは侶て‘‘`I)戒でぷ・る。や如心3ふ西の索

消 I~ tl勿項式のみ含む1がら、あ ・る正の数 eh¥nおって、以叶叩¢

心文がらの註紐 3＼な厄，こ謁t方れは‘叫・臼で芍否。徒って

ぷ疇—叫 l:::. t叫以ぱい＾ふ心 lな、 Biミ平すれは‘‘

凸評・-3 になる。したが‘＇って＼沢］ Cし＼ A窟＝0(`` ｀ 
→ 0 ('Y'→ o)で布念。1/

定硬16を使フて定迂i5を言正6日す ‘るっ 抒心蛉clk3叫aceJ: iこ

麟叶lQtk鯰叫応が‘あ百埠合毛 .v-び叫也謀か和かの

1,叫い Vー叫‘似Joi·v~ね如叫として応如加‘m‘忍ム4しであ 3 。

従って..:.の喝含毛gt¥‘ ・ヤ四心t吟Z されでム砂ぶ心叶四嘉¢)1,力＼‘` あう。

この RIさ、 K.Q-KQ。-::J）点、で含での社丸をQにおとしセも

のである。

（、疇 tミノい→ kQ(J')汎a3a iま、1(、心一G叫）の
9 

仕 r0 t叫的て、あ否。／

（詞 I5の証叫(5tepi) (K）む）E:K52をとる。もし（孔ぷak)へLガ＼＂

匠心メ狐晶 2 試込 M を含め 1さ‘ヽ囚叫€ I～じである。文閃蒜
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題よ 1JMCPw'L仮定してよい。 1VI細正［心によi)式 3mkeA) 

四心i只沢血州 K3吋四 (XJ"K,o<)が＂あ ・，てや叫,&I'' 
伍叫 1：：ナょう。び（刈tさい定毀之れ百から、 C奴）の中にはQ

上定表された lで叫…砥均舟心ヵらが＝itふるも0)・IJ＼‘'如匹 I：：

在在す百。 M茫の定立 [/DJIミよi)これら 1本 Fuj1,K評］遼 ll木で

k拙伝必。)lXで‘わる。 したが＂ぅて CI<(X) oi -i4．惹ーの元が［勾

の意、 U末て‘、KA北しし』召Afこなる。故 1こ (K) w) € Im ℃であ ’るっ

叫 2)(K)Q)e k忌をとう。も l(Pい＾欣 k)n L力＼，、や＇心応泣よ

i闘沿 Mを含tKJI本‘,(k,u)) E:玩ででお 3。比 1-J,.有限個(J)HJ. 

の哭通宅P.1'JJヽ に入る。この中で、 Kの含まれ百山凸Qを Kt..す •5 。

（応t侶i)I) L "(J'、 Mを令屯、 Tヤ1吋ふャよ？以如を含む木しな？ € K 

（ま Kの中で‘ん匹である。叫it令ゎtて (K）辺） EIl)"r¥'cを行'3。

(step3) (K叫 Ek立をとう。 Kで S勺 2とi司 L‘‘< kを含む ¥ck血 rll

とするつ (PQ ＋屈•~)n L力＼I‘ 如這 11心恥試心を含むオ弟な？ € 

k l・；； Kの中で‘Je叩々で、ある^ Step2 L令わせて (K)U)Cい。I/

要する＼こ、で丸→ kQ。の→な西心BfJi0) LをJ (-2)丑

~L の紅伍咋しい呼らオ（これi1 Q J.::定去 1れて＼I弓のこ‘‘) Q-

洒知呼紐t.Lての次元＼本一←己巧J ．で、おろ）でおさがえJ

R如｀ー仕（Qt直しを〖19CI’`{k+V可釦C.で訳がえた議論が成立→わり

であう。 パ出ユ， K臼
u こ刀
ふぺ二，’ve

応八＝刈二応： とばう。
団叶滋

J,'(...1:... 
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